
分野別推進戦略中間フォローアップ（案）－情報通信分野における進捗状況と今後の取組み概要 （１／３）

１．状況認識

期待される役割（政策課題に対する貢献軸（目標））から見た状況変化等の認識

①「社会」貢献軸から見た状況認識

・深刻化する少子高齢化問題に対し、介護ｻｰﾋﾞｽの充実、介護負担の軽減、高齢者・障害者等の社会参
加促進等への貢献の重要性の増大（ﾕﾋﾞｷﾀｽ技術、ﾛﾎﾞｯﾄ技術、等）

・環境負荷の少ない社会・産業・生活基盤構築、地球温暖化等環境変動評価分析、拡大し続けるＩＴ分野
でのｴﾈﾙｷﾞｰ使用量増大に対応するための省エネ化の促進等への貢献の重要性の増大

・情報化進展の中での人間性の回復、文化芸術科学創造への貢献の重要性の増大

②「産業」貢献軸から見た状況認識

・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化の進展、ｿﾌﾄｳｪｱ要素の拡大、アジアの台頭等により国際競争力の急速低下

・ｺｽﾄ競争力の高い新興国との競争に打ち勝つために、高機能化・高機能性に加え信頼性向上面からの
独自性の発揮、新たな付加価値として環境貢献面での付加価値向上が一層重要化

・加速度的に増大する多様な情報を迅速・的確に利活用可能とする基盤構築が競争力回復の鍵

・ＩＴを産業活動の中で利活用できる実践力のある人材（特にｿﾌﾄｳｪｱ、ｾｷｭﾘﾃｨ）確保が急務

・産業展開において効果のある国際標準獲得に向けた総合的かつ戦略的な取組みの重要性の増大

・少子高齢化時代到来に向け、ﾛﾎﾞｯﾄ等による代替産業労働力確保への貢献に対する期待の増大

③「科学」貢献軸から見た状況認識

・資源のない我が国の発展のためには革新的技術の切れ目のない創出・向上が一層重要化

・現下の深刻な経済危機脱却に向け欧米先進諸国では特に科学技術力強化への取組みを加速

・学術研究基盤として、ｽﾊﾟｺﾝ、次世代ＮＷに代表される学術情報基盤、先端研究施設の環境整備とＩＴを
活用できる科学技術人材育成への貢献が必要

・計算機資源活用を広げるためのｿﾌﾄｳｪｱ工学分野の人材の継続的育成・蓄積が重要

④「安全・安心」貢献軸から見た状況認識

・情報ｼｽﾃﾑの浸透により、情報ｾｷｭﾘﾃｨ問題が安全保障にもかかわる重要性の高い問題に

・脅威の深刻化、一層の多様化・複雑化に対し、端末・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ・ＮＷ等あらゆる階層において総合的
に対応する技術開発による貢献が一層重要

・情報ｼｽﾃﾑを維持管理できる人材育成の遅れも深刻化

・非常災害対策時に現実の利用環境でも役立つ情報ｼｽﾃﾑ構築の重要性の増大（社会還元加速ＰＪでの
目標）、頻発する地震や異常気象による災害時に真に役立つｼｽﾃﾑ実現が喫緊の課題

資料４－２

３．推進方策（取組状況）（続き）

c)ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出に向けた体系的技術開発

・研究開発成果をｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝにつなげるべく、長期戦略指針「ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ２５」において、戦略重点科学技術
を基に研究開発ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟを策定し、選択的かつ集中的取組みを展開

・特に次世代ﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝ関連、ﾕﾋﾞｷﾀｽ関連、ｻｰﾋﾞｽﾛﾎﾞｯﾄ関連、情報ｺﾝﾃﾝﾂ利活用関連などで、社会への
影響や実利用での問題点解決を重視した実証型研究を展開

・半導体、ﾒﾓﾘ、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲなどﾃﾞﾊﾞｲｽ開発における産業界との連携体制による取組みを展開

・一般人にもＩＴの効用を身近に感じてもらうＨＩ技術（音声認識、自動音声翻訳など）への注力

・先駆的ﾓﾃﾞﾙとしての社会還元加速ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（自動音声翻訳技術）の推進

・ﾕﾋﾞｷﾀｽ技術分野（電子ﾀｸﾞ等）などにおいては実証型研究も推進（普及展開が今後の課題）

・ＩＴ全体の基盤となるＮＷ、ｾｷｭﾘﾃｨに関し、通信品質安定確保技術、各種ｻｲﾊﾞｰ攻撃対応や情報漏洩対
策技術などと、多様な情報ｼｽﾃﾑ統合を実現するﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ技術開発などで実用面でも着実な成果

d)若年層から高齢者までの体系的な人材育成

・小学校から高等学校まで一貫したＩＴ教育の目指す学習指導要領改訂

・産業界と連携した早期ＩＴ教育のための取組にも着手（「ｾｷｭﾘﾃｨ＆ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞｷｬﾝﾌﾟ」など）

・幅広いＩＴ人材育成のための環境整備としてのスキル標準と試験制度の整備

・産業界が求めるＩＴ人材育成（「先進的ＩＴｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ育成推進」等）における教育ｺﾝﾃﾝﾂ開発

・人材育成に係る産学双方の共通意識醸成と問題解決に繋げる対話（「産学人材育成ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ」）

②定期的な戦略・施策の見直し

・経済危機克復、経済力発揮のためのIT政策全般からみた新戦略の策定

・国際競争力を強化した戦略的取組みのための研究開発戦略の見直し（「ＵＮＳ戦略ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅡ」）

・情報通信産業を国の成長力に繋げる総合的ＩＣＴ政策ビジョンの策定（「ＩＣＴﾋﾞｼﾞｮﾝ懇談会」）

・産業革新の視点からの経済戦略の研究開発の方向性の見直し（「新経済成長戦略」）

・新産業分野として期待の高いﾛﾎﾞｯﾄ開発戦略の見直しに向けた検討（「ﾛﾎﾞｯﾄ産業政策研究会」）、など

・「研究開発評価に関する大綱的指針」を受けた関係府省評価指針の策定、厳正な評価の実施、等

③国際標準化活動に対する取組強化

・国際産業競争力強化のための「ＩＣＴ研究開発・標準化戦略」（情報通信審議会答申）の策定

・標準化関等連携による「ＩＣＴ標準化・知財センター」の設立、「ＩＣＴ国際標準化推進ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」の策定

・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ等による企業経営層への標準化活動の普及啓発、研究者への動機付け等

・半導体、ﾃﾞﾊﾞｲｽ分野でのより実効性を重視した標準化の推進（「ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀの省エネ基準」等）

・技術優位性を固める標準化取組強化（「ＲＴﾐﾄﾞﾙｳｪｱ」、「音声翻訳多言語ﾌｫｰﾏｯﾄ」、「ＥＳＣＲ」等）

④高度ＩＴ社会に深く関わる国際的役割を担う人材の育成

・成果を社会経済活動につなぐ人材に必要なｽｷﾙｾｯﾄの明確化の検討（「産学人材育成ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌ」）

・ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ能力面での育成につながる情報ｼｽﾃﾑﾕｰｻﾞｰｽｷﾙ標準の整備、試験制度の整合化

・人材育成については、短期間では具体的成果につながらない。IT技術開発政策だけの取組みではなく、
教育制度や産業政策も含め社会全体で長期的スパンで根本的に取り組むことが必要

⑤産業に直結する目的基礎研究を中心とした認識形成

・（世界に追随させない）桁違いの成果、技術ﾌﾞﾚｰｸｽﾙｰに向けた長期戦略の下での目的基礎研究への注
力（ （「新世代ＮＷ」、「量子情報通信ＮＷ」、「超臨場感ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」、「先進的統合ｾﾝｼﾝｸﾞ」など）

・究極の省エネ、希少資源枯渇に対応するための新材料面でのﾌﾞﾚｰｸｽﾙｰ研究への投資

・数学的ｱﾌﾟﾛｰﾁの充実強化に向けた実験研究者、企業研究者と計算科学研究者との連携研究の展開

⑥アジアを拠点とするグローバル戦略

・最先端研究開発ＮＷﾃｽﾄﾍﾞｯﾄﾞ（ＪＧＮ２ﾌﾟﾗｽ）、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ衛星など共同研究を通じた研究開発力結集

・「自動音声翻訳」技術研究のアジア拠点化

・ＯＳＳ普及のための日中韓連携（「ＯＳＳ推進会議」、「ＯＳＳ推進ﾌｫｰﾗﾑ」）

・将来の成長が期待されるｱｼﾞｱの台頭が我が国の成長力につながるよう更なる取組み強化が必要

３．推進方策（取組状況）

①研究開発を人材育成を一体的に行う新たな産学連携

a)技術交流の場の形成

・ＪＧＮ２plusの整備活用（ﾈｯﾄﾜｰｸ技術開発、多様多彩なｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ創出に向けた実証実験等）

・生活応用分野（ﾛﾎﾞｯﾄ、ＨＩ＆ｺﾝﾃﾝﾂ関係等）研究での幅広い異分野技術者の協同作業の展開

・次世代ｽﾊﾟｺﾝ開発利用でのﾅﾉ・ﾊﾞｲｵを核としたｸﾞﾗﾝﾄﾞﾁｬﾝﾚﾝｼﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ開発で交流の場を形成

・ﾊｰﾄﾞｳｪｱ、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝとの連携によるｿﾌﾄｳｪｱ開発施策の展開

b)人材交流の場の形成

・産業分野向け人材不足による国際競争力低下の反省に立って、産業界との連携による施策展開（「先
導的ＩＴｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ育成推進」などにより具体的成果も出てきつつあるところ）

・ｿﾌﾄｳｪｱ分野での人材育成に向けた産学共通認識の醸成（「産学人材育成ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌ」）

・「次世代ｽﾊﾟｺﾝ」「自動音声翻訳」「新世代ＮＷ］「回路ｱｰｷﾃｸﾁｭｱ」「半導体ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ」等々の個々の施
策でも人材育成に向けた交流の場を構築

・特にｿﾌﾄｳｪｱ領域で求められる海外との人材交流については、十分な場の形成につながっていない

２．重要な研究開発課題及び戦略重点科学技術について（取組状況）

（概要（２／３）に記述）
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２．重要な研究開発課題及び戦略重点科学技術について（取組状況） 重要な研究開発課題
① ﾈｯﾄﾜｰｸ領域

・ﾌｫﾄﾆｯｸﾈｯﾄﾜｰｸや光・量子通信技術の研究開発が積極的に進展。ｻｰﾋﾞｽの質(QoS)を保証する次世代
ﾈｯﾄﾜｰｸ研究開発も順調。物理層からｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ層まで幅広く進展が見込まれる。

・電子ﾀｸﾞやｾﾝｻｰなどを分散協調制御するための要素技術開発が順調。今後、100億個以上の端末の
協調制御の実証など、客観的な評価が重要。

・安全・安心に利用可能なﾈｯﾄﾜｰｸ環境の構築へ向けた研究開発が展開。自律的に再構成する技術、
QoS制御の次世代ﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝへの応用、ﾄﾚｰｽﾊﾞｯｸ、ｻｲﾊﾞｰ攻撃の検知、さらには量子暗号通信などｾ
ｷｭｱなﾈｯﾄﾜｰｸへ向けた技術に関連した研究が幅広く行われており順調。

② ﾕﾋﾞｷﾀｽ領域

・自律移動支援ｼｽﾃﾑに関連する技術仕様書、官民連携運用ﾓﾃﾞﾙ及びｾｷｭﾘﾃｨｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝを策定。実証実
験を実施し実用化に目処。ｱｼﾞｱの各地域で国際共同実証実験、各国のﾆｰｽﾞに対応。

・ﾕﾋﾞｷﾀｽｾﾝｻｰﾉｰﾄﾞﾃﾞﾊﾞｲｽ、ｾﾝｻｰﾈｯﾄﾜｰｸ制御・管理技術、電子ﾀｸﾞ・ｾﾝｻｰ・情報家電等の要素技術が
確立、統合的な研究が推進。

・ﾕﾋﾞｷﾀｽ・ｾｷｭﾘﾃｨ基盤として、自動認証型ﾏﾙﾁﾃﾞﾊﾞｲｽの管理・連携・最適化技術、ｽｹｰﾗﾌﾞﾙ対応型ｿﾌﾄ
ｳｪｱ制御技術等の研究開発が進展。高機能ｾｷｭｱﾁｯﾌﾟ、ｾｷｭｱOSを開発。

③ ﾃﾞﾊﾞｲｽ領域

・新情報蓄積技術では、ｽﾋﾟﾝﾄﾛﾆｸｽ技術によるﾃﾞﾊﾞｲｽ･ｼｽﾃﾑの実現に向け、ｷﾞｶﾞﾋﾞｯﾄ超級のｽﾋﾟﾝRAMな
どの素子等の開発等が進展。今後も、増大する情報量に対応した、低消費電力の不揮発性ﾒﾓﾘ及びそ
れを利用した高機能論理回路等のｽﾋﾟﾝﾄﾛﾆｸｽ技術を研究開発すべき。

・ 45nmﾚﾍﾞﾙ以細の半導体設計･開発支援技術の確立に向けた制御ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等の開発が進展。65nmﾚ
ﾍﾞﾙｼｽﾃﾑLSI開発における製造性に関しては産業界へ移転済。

・ ３次元半導体のための設計･開発支援技術も積極的に開発すべき。
④ ｿﾌﾄｳｪｱ領域

・ﾊﾞｸﾞを大幅に減少させる設計検証ﾂｰﾙやｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの暴走などを押さえるｼｽﾃﾑなどの開発、ｿﾌﾄｳｪｱ
の信頼性・生産性の向上を実証。ソフトウェアの開発ﾌﾟﾛｾｽ手法が国際標準に採用、実際の開発現場
で業界横断的に適用され、効果を確認。

・高信頼ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語及びｺﾝﾊﾟｲﾗの開発とﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ環境の構築を達成。ﾃﾞｰﾀ収集ｼｽﾃﾑ、ﾃﾞｰﾀ分析
評価ｼｽﾃﾑ、ｿﾌﾄｳｪｱ開発支援ｼｽﾃﾑの構築に成功。次世代の情報検索・解析技術の共通化・汎用化を
図り、ｵｰﾌﾟﾝにするための基盤整備に注力。

⑤ ｾｷｭﾘﾃｨ領域

・不正ｱｸｾｽ行為、ｽﾊﾟﾑﾒｰﾙ、ﾌｨｯｼﾝｸﾞ等の情報ｾｷｭﾘﾃｨの新しい脅威を抑止・拡大防止するための、基
礎研究および基盤技術開発の開発が進展。

・ﾎﾞｯﾄの駆除の注意喚起により、その駆除ﾂｰﾙがﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ・利用が進み、実社会にも還元。

・ （独）情報処理推進機構に「情報ｾｷｭﾘﾃｨ分析ﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰ」を設置、データ収集・分析等を実施。

・情報ｾｷｭﾘﾃｨｶﾞﾊﾞﾅﾝｽの確立に向け、各種ｶﾞｲﾀﾞﾝｽの改訂を実施、さらに新規策定検討。ＩＴ関連製品の
ｾｷｭﾘﾃｨ機能・品質をﾁｪｯｸする評価・認証制度を推進。

⑥ ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ（HI）及びｺﾝﾃﾝﾂ領域

・人と機会との自然な対話に必須である音声認識・合成ｿﾌﾄｳｪｱの研究開発において、教師なし話者環境
適応ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ等の技術開発を行い、高い単語認識率を達成。

・大型有形文化財や無形文化財を、可能な限り自動的、高精度にﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ｱｰｶｲﾌﾞするｿﾌﾄｳｪｱ技術では、
精度、ﾃﾞｰﾀ処理量、計測速度、画質等が飛躍的に向上。

・ Web及び非Web上にある大量かつ多種な情報を、個人が簡便、的確、かつ安心して収集、分析ができ
る次世代技術を抽出・整理し、共通化・汎用化。その技術基盤整備、制度的な課題の整理が進行。さら
に、Webﾍﾟｰｼﾞの効率良く収集する技術、収集した情報を分析するための技術等において顕著な成果。

⑦ ﾛﾎﾞｯﾄ領域

・家庭や街で生活に役立つﾛﾎﾞｯﾄとして、環境情報構造化のための共通ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを実現、位置・行動・
状況等を認識する技術、ﾛﾎﾞｯﾄのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術などを実現。

・先端ものづくり、安全・安心のため安全で快適な移動のためなどの目的で公共空間や施設における人
の行動(清掃作業、搬送作業等)を支援するﾛﾎﾞｯﾄ、災害現場でﾛﾎﾞｯﾄが迅速に移動するための技術、建
設現場でのﾛﾎﾞｯﾄ活用、医療分野の手術用ﾛﾎﾞｯﾄ装置など開発。

⑧研究開発基盤領域

・世界最高水準のｽｰﾊﾟｰｺﾝﾋﾟｭｰﾀの開発では、ｼｽﾃﾑ開発では、詳細設計を進め、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ開発ではﾅ
ﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ分野及びﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ分野のｿﾌﾄｳｪｱ開発中核拠点を決定。

・膨大な量のWebﾍﾟｰｼﾞを効率よく収集・分析する技術を開発、SINET3の構築運用を開始。

・高性能・低消費電力ﾌﾟﾛｾｯｻ・ｼｽﾃﾑ技術研究では、実用化を目指す段階に至る。

２．重要な研究開発課題及び戦略重点科学技術について（取組状況） 戦略重点科学技術
[科学]継続的ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを具現化するための科学技術の研究開発基盤の実現

① 科学技術を牽引する世界最高水準の次世代ｽｰﾊﾟｰｺﾝﾋﾟｭｰﾀ
・世界最先端最高性能の汎用「次世代ｽｰﾊﾟｰｺﾝﾋﾟｭｰﾀ」の開発、整備・利用技術の開発・普及を実施。
・画期的な次世代材料の設計や新薬の革新的な設計などを可能とするｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを実現、活用。
②次世代を担う高度ＩＴ人材の育成
・ 情報通信分野における研究開発人材の不足は、我が国の国際競争力喪失につながる重要な懸案課題。
・ 「先導的ＩＴｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ育成推進ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」において、大学間及び産学の壁を越えて潜在力を結集。教育内

容・体制を強化し、適応性先見性の高いＩＴ人材を育成するための教育拠点の形成を支援。
・各拠点で作成された教育ｺﾝﾃﾝﾂ等の成果を効果的・効率的に全国展開に向け注力。
・しかし、成果が顕在するには時間を要する。さらに総合的科学力、産業力とするためには、今後体系的

な活用・定着に重点を置きながら、ﾌｫﾛｰしていくことが重要。
[産業]革新的 ＩＴ技術による産業の持続的な発展の実現

③次世代半導体の国際競争を勝ち抜く超微細化・低消費電力化及び設計・製造技術
・超微細化に向けた「MIRAIﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」において、高性能CMOS基盤技術、信頼性評価技術、次世代ﾏｽｸ基

盤技術等の研究開発が進展、世界の半導体技術と熾烈な競争。
・革新的技術である３次元半導体を図る「ﾄﾞﾘｰﾑﾁｯﾌﾟ開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」を20年度より開始。生み出された世界

最高ﾚﾍﾞﾙの技術を世界的不況下でも中長期的事業として構築･運営するための検討が必要。
④世界ﾄｯﾌﾟを走り続けるためのﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ・ｽﾄﾚｰｼﾞ・超高速ﾃﾞﾊﾞｲｽの中核技術
・液晶、ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、大型有機ELﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの基盤技術の開発が進展。
・ｽﾄﾚｰｼﾞ･超高速ﾃﾞﾊﾞｲｽ等については、革新的技術であるｽﾋﾟﾝﾄﾛﾆｸｽの研究開発が順調に進展。
さまざまなﾃﾞﾊﾞｲｽ開発の成果が得られているが、材料からﾃﾞﾊﾞｲｽ･ｼｽﾃﾑまでの異分野融合や人材つくり、

幅広い「出口」を想定する持続的高価値のための仕組みづくりが必要。
⑤世界に先駆けた家庭や街で生活に役立つﾛﾎﾞｯﾄ中核技術
・生活支援ﾛﾎﾞｯﾄ技術が革新的技術として、実社会への応用を見据えた積極的な取組が期待。
・ｻｰﾋﾞｽﾛﾎﾞｯﾄの市場創出に向けて、安全技術及び安全性確保の手法開発、実用化技術開発などを実施。

将来の市場及び社会ﾆｰｽﾞから導かれた7つのﾐｯｼｮﾝに対して要素・ｼｽﾃﾑ開発を実施。
・省庁間で施策重複を排除しつつ連携を強化、自治体との連携も含め様々な施策を着実かつ順調に実施。
⑥世界標準を目指すｿﾌﾄｳｪｱの開発支援技術
・我が国が強いものづくりを支える基盤技術として、また他国に対するその優位性の維持のため、ｿﾌﾄｳｪｱ

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ手法等の普及、車載制御用基盤ソフトウェアの開発を進めた。
・ｵｰﾌﾟﾝｿｰｽｿﾌﾄｳｪｱを活用し、一つのｻｰﾊﾞ上で複数の異なるOS環境を安全に管理運用できる技術(ｾｷｭｱ

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ)を開発。
[社会]すべての国民が ＩＴの恩恵を実感できる社会の実現

⑦大量の情報を瞬時に伝え誰もが便利・快適に利用できる次世代ﾈｯﾄﾜｰｸ技術
・革新的技術「ｵｰﾙ光通信」実現へ向け、光ﾊﾟｹｯﾄｽｲｯﾁの高速処理技術等の要素技術の確立に向けた設

計・試作、世界最高の光信号保持時間を達成。低消費電力型光ｲﾝﾀﾌｪｰｽ回路のためのｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ技術
の構築等を実施。40Gbps ｲﾝﾀﾌｪｰｽ等高速多重・分離回路設計・試作を終了。

・次世代、新世代ﾈｯﾄﾜｰｸ等、新たな通信ﾈｯﾄﾜｰｸの早期の実現に向け、計画通り推進。
⑧人の能力を補い生活を支援するﾕﾋﾞｷﾀｽﾈｯﾄﾜｰｸ利用技術
・ 「ﾕﾋﾞｷﾀｽ･ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ技術の研究開発」及び、以下２件が順調に実施。情報家電の高度利活用技術の

研究開発」では今後、共通技術の基本仕様の確定、相互接続試験の体制整備、ｻｰﾋﾞｽ提供の基盤技術
等が必要。「自律移動支援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」では実証実験に実証実験の結果、実用化に一定の目処。

⑨世界と感動を共有するｺﾝﾃﾝﾂ創造 及び情報活用技術
・ 「自動音声翻訳技術の研究開発」では、幅広い話題に対応するﾈｯﾄﾜｰｸ型音声翻訳技術の基本設計が

実施。北京五輪の観光客等を対象として、日中翻訳精度の向上のためのﾓﾆﾀｰ実験を実施。
・ 「電気情報通信ｻｰﾋﾞｽにおける情報信憑性検証技術等に関する研究開発」は、一部実証実験を開始。
・ 「情報大航海ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」では、PI（Place Identifier）基盤がISOの標準化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに、共通技術の商用化

事例も多出。さらに、著作権等を含めた制度環境の整備等、順調に進捗。
⑩世界一安全・安心な ＩＴ社会を実現するｾｷｭﾘﾃｨ技術
・ 「ｽﾊﾟﾑﾒｰﾙやﾌｨｯｼﾝｸﾞ等ｻｲﾊﾞｰ攻撃の停止に向けた試行」および「ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｾｷｭﾘﾃｨ早期警戒体制の整備

事業」では、ﾎﾞｯﾄ収集・解析ｼｽﾃﾑの開発・試行運用及び感染対策、脆弱性対応強化の研究開発を実施。
・ 「情報漏えい対策技術の研究開発」、「経路ﾊｲｼﾞｬｯｸ検知・回復・予防に関する研究開発」は、最終年度

の実証実験や機能の高度化等が推進。
・ 「企業・個人の情報ｾｷｭﾘﾃｨ対策事業」では「ｾｷｭｱ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ2008」との整合の下、技術開発、既存のﾌﾟﾛ

ｼﾞｪｸﾄの普及を展開。



分野別推進戦略中間フォローアップ（案）－情報通信分野における進捗状況と今後の取組み概要 （３／３）

４．今後の取組みについて

（１）「重要な研究開発課題」及び「戦略重点科学技術」について （→ （２）推進方策 (ｲ）「各論」に整理）

（２）推進方策について

（ア）「総論」

・「推進方策」の視点に立った取組みではあるが、施策ごとのﾐｸﾛ的目標達成に向けた部分改善的ｱﾌﾟﾛｰ
ﾁ的取組みが多い、「推進方策」が目指す「社会化」「国民への恩恵」等につながる将来の情報ｼｽﾃﾑの
姿と社会への展開・活用に向けたｼﾅﾘｵを明確にして取り組むことが必要

・特に政府としては、急速に深刻化する社会問題解決に向け、より高い視点から目標を設定し、個別要
素的ではなく（要すれば他分野も含めて）広く技術連携・結集した総合的取組みが求められる

・加えて現下の未曾有の経済危機克服の鍵としての期待と欧米での戦略的取組みにも鑑み、産業競争
力基盤となる当該分野の研究開発の一層強化に向け、より総合的・戦略的な対応が必要

①情報通信技術に対する縦割的ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟの見直し

・研究成果を政策課題解決への貢献目標に照らして評価し、その重要性を社会に見せていくためにも、Ｉ
Ｔ以外の分野でのＩＴ利活用専門家を育成し、分野連携・融合してﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟしていくことが重要

②情報通信分野の研究開発基盤となる最先端ﾃｽﾄﾍﾞｯﾄﾞの充実

・情報利活用の一層の拡大に加え、ｸﾗｳﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞといった新たな潮流に対応するために、これらに
対応できる光、無線を統合した高度なＮＷﾃｽﾄﾍﾞｯﾄの整備充実が不可欠

③ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ型の研究開発の推進

・特に政策課題対応型研究に当たっては、個別の技術目標を重視し過ぎることなく、基礎から社会展開
までのﾄｰﾀﾙな流れに重点を置いたﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの明確化と、それに基づく産学連携による応用・実証研究
の推進が必要（社会還元加速ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの展開）

・ｻｰﾋﾞｽﾓﾃﾞﾙﾍﾞｰｽで考え、その国際標準化を先行させるといった戦略的ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究の一層の充実

・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの視点から成果や投資効果を評価するﾒｶﾆｽﾞﾑの構築、学術研究偏重の評価の見直し

④研究の質の変化に合わせた研究開発計画の策定

・実社会適用に不可欠な「実験情報科学」に対応する大規模基盤整備と実施主体となる民間連携強化

・研究の質の変化に対応した国の役割の再確認と、それに基づく政策化（計画立案、予算確保）

⑤研究期間中の環境変化に適切に対応するためのプロジェクト管理

・中長期ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでは、情勢変化や技術革新に合わせ適宜計画・資金を動的に見直す仕組が重要

・中長期的研究開発での途中段階での成果活用促進に向けた研究管理プロセスの検討

⑥研究の独創性・多様性確保に向けた萌芽的研究支援の確保

・景気減速の中、復活のためのＩＴ底力の源となる基礎・萌芽的研究に対する政府取組み強化が重要

・目先の出口指向型研究の重点化に偏らない、将来のﾌﾞﾚｰｸｽﾙｰにつながる萌芽的研究支援の維持、
その担い手たる大学、旧国研での研究の多様性確保等に向けたｼｽﾃﾑ改革も含めた環境整備等

⑦新しい情報技術利活用動向や研究手法の変化への対応

・国際競争力に繋げるために、国際的な新しい利活用動向（「ｸﾗｳﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ」「新世代ＮＷ・ﾜｲﾔﾚｽＮ
Ｗ」等）を見据えた研究開発の取組み強化が重要（技術的、社会的背景を踏まえた議論が必要）

・欧米に見る産業競争力基盤構築に向けた取組みの重点化ﾎﾟｲﾝﾄは、「ｸﾗｳﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ」、「新世代Ｎ
Ｗ」等、我が国としても、基盤構築とその利活用を支える総合的な技術開発と人材育成が急務

・情報技術利活用のための研究の多くは、ﾃﾞﾊﾞｲｽ、ｼｽﾃﾑ、ＮＷ、ｿﾌﾄｳｪｱ、ｾｷｭﾘﾃｨ、ｺﾝﾃﾝﾂ等、領域を跨
るものであり、領域横断の技術者協力による総合ｼｽﾃﾑの構築・実証等といった体系的取組みが重要

・新たな研究手法である多様な電子化情報を駆使する「ｅｻｲｴﾝｽ」方法論による技術力を高めるための
情報基盤の構築とそれを支える（ﾃﾞｰﾀﾏｲﾆﾝｸﾞ、ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ開発等）人材の育成・確保も政策的に

⑧研究開発・技術人材確保に向けた取組みの強化

・研究開発・技術人材不足は第３期戦略においても重要懸案事項、関係府省も産学連携により取組み強
化に努めるも、総体的には改善されていない（ｱｼﾞｱ諸国等の台頭により状況は深刻度は悪化）

・特に産業分野で活躍する高度ＩＴ人材の不足は深刻、経済危機に直面した今日、緊急性の極めて高い

・関係府省もこの認識から高度ＩＴ人材育成に注力してきているものの、相互連携も少なく部分対応的で
あり、これをより効果的にするよう領域横断的に現状分析と課題や有効な手法とその成果の共有化を
図る等改善に向けた検討が必要

・これまでの取組みを通じて育成された人材のｲﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾃｰｼｮﾝ（活用・定着）に向けたﾌｫﾛｰも重要

４．今後の取組みについて（続き）
（２）推進方策について（続き）

・ｱ)人材育成に向けた技能経験者等の活用

・特に短期的対策として、ﾃﾞﾊﾞｲｽ等で蓄積されてきた貴重な経験・ｽｷﾙを有する技術者活用の取組み（能
力認定と若者への知見伝承のためのﾏｲｽﾀｰ制度等）

・既存人材の発掘、一層の有効活用に向け企業等における国際性、産業化などの面で有能な人材の活
用ﾋﾞｼﾞｮﾝの明確化

ｲ）国際競争力強化につながる産業分野の高度技術者の確保

・産業の国際競争力強化のためには相当数の高度技術者の確保が課題

・産業界でのＩＴ人材確保に関して、失業対策的ＩＴ一律に職場環境の問題を論じるのではなく、国際競争
力強化の観点で本当に求められる人材確保策を議論することが必要

・産業界が求める高度技術者には多様な技術要素に対応できる人材ｾｯﾄが相当数必要

・産学官連携して、産業人として求められる人材像の共有化の議論が必要

・産業界での博士課程人材活用促進に向け、教育側では、高度技術者視点からの視点を加えた教育目
標の多様化と明確化、一方、産業側では、学生のｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞを高める環境整備が重要

・研究独法での、実証研究等を通して、より産業面に近い発想をもったﾎﾟｽﾄﾞｸ等の人材育成充実

ｳ)産学連携による産業人材の育成

・産学連携した「企業就職」の視点での教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの開発・展開が重要

・産学連携教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでは産業人としての人間育成がより重要であり、産業界からの非常勤講師等でも
人間形成面での教育に携われるようにすることが必要

ｴ)体系的な基礎科学知識を有する技術者の育成

・ﾃﾞﾊﾞｲｽ分野等で比類無き産業力を持つには、材料等を含む基礎科学ﾚﾍﾞﾙからの体系的洞察が可能な
技術者が必要

・研究対象の細分化等により若い人材の技術の幅が無くなってきた、この状況を改善するため大学教育
段階での人材育成の在り方の見直しが必要

ｵ)女性人材の活用強化

・情報通信分野は女性も活躍できる場であることをもっと見えるようにする努力が不足

・女性社会進出を促すためのＩＴ技術の活用（出産育児ｻﾎﾟｰﾄ等）の充実も重要

ｶ)学生へのＩＴ教育

・学生の情報離れは、ＩＴﾘﾃﾗｼｰ教育では不十分、おもしろさ、奥深さを伝えられる教育の充実が必要

⑨産業化活動を中心に据えた国際標準化の推進

・企業の国際標準化活動を促すための、知財権等による利益確保を前提とした標準化活動の取組み

・研究早期時点からの人材投入とそのための人材育成の強化が重要

（イ）「各論（領域別推進方策）」 （省略）

（３）留意事項

①ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進に向けた研究開発と社会ｼｽﾃﾑ改革連携強化

・科学技術によるｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの実現には研究開発以上に社会ｼｽﾃﾑ面での対応が求められる場合も多い

・省庁間、省庁部局内において研究開発と制度改革を進める部門の連携強化、一体的取組みが重要

②ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽに基づくﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟの充実

・分野共通の推進方策についてはまだ十分にｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ基づいた議論ができていない

・推進方策全般にわかりｴﾋﾞﾃﾞﾝｽに基づく議論を深め、ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟの充実を図ることが必要

③ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進の観点からのﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟの在り方の見直し

・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進の観点から、次期計画に向けて、ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝにつながる重要な総合政策課題を選び、技術
連携したｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ成果の可視化目標を定めて取り組む等、ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟの在り方の見直しについても検討
していくことが必要

④ＩＴ人材確保につながる産業の質の変化

・世界中が発展の要としてＩＴ産業振興に取り組む中、我が国としても経済を牽引する主要産業として国際
競争力を高めるために、「労働集約」的な産業ｲﾒｰｼﾞから脱却し、優秀な人材に資本投下し研究開発に
重心を置く「資本集約型」産業に変容していくよう、産業の質の変革についても議論を深めることが必要


